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1．太陽光発電の市場動向と環境の変化

（1）地球温暖化対策への意識の高まり
　・2020 年パリ協定目標の本格実施（COP25）
　・�世界の平均気温の上昇を産業革命前と比べ1.5℃

未満とする．しかし，各国の温室効果ガスの目
標達成でも，3℃以上上昇すると言われていま
す．

　・�2050 年の温室効果ガスの排出を実質 0 とする．
（77 ヶ国批准）

　パリ協定の目標を達成するには，太陽光発電の普

及が不可欠です．
（2）台風，地震などの災害の増加
　台風・地震など災害による太陽光設備への被害は，
増加傾向にあります．
　また，台風によるケーブル等の切断によるスパー
ク火災も発生しています．（図 2 参照）

（3）経済産業省の方針
　・電源特性に応じた FIT 制度の見直し
　⇒競争電源（大規模太陽光，風力発電）
　⇒�地域活用電源（住宅用・小規模太陽光，小規模

水力，バイオマス）
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図 1　国別の発電電力量に占める割合
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屋根の上の太陽光発電設にはラビッドシャツトダウ
ン（即時遮断技術）対応の MLPE 製品の採用が必
須となっています．
　また，日本においても災害などの増加により，太
陽光設備の火災も増えてきており，火災時において
も棒状放水の禁止や感電の危険性に対する対策が非
常に重要になってきております．
　一方，系統連系の厳しさや仕様の違いで，海外の
マイクロインバータを日本で設置するのは，非常に

　・需給一体化モデル（自家消費型）
　⇒�地域における需給一体化（地域再生可能地域に

おける需給一体化（地域再生可能エネルギー活
用モデル）

　⇒�家庭・企業における需給一体化（自家消型エネ
ルギー活用モデル）（図 3 参照）

2．マイクロインバータ開発の経緯と現状

　米国では，2019 年の NEC2017 の完全実施により，

図 2　災害の状況

図 3　需給一体型モデル：経産省
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　以下にマイクロインバータの特徴を示します．
（1）災害害時（火災・地震）などに，系統の電気を

遮断することで，太陽光パネル毎の出力（AC
側）を遮断できます．

（2）AC ケーブルの破断などの漏電時に漏電ブレー
カの遮断により，太陽光パネル毎の出力（AC
側）を遮断できます．

（3）影（雪），パネルの汚れ，パネルの劣化などの
影響を最小限にし，パネル毎の出力を最大化し
ます．（発電効率が，5％～ 20％向上します）

（4）高い保守性能
　・20 年の製品出力保証
　・パネル単位の見える化，出力制御が可能．

（5）設置が容易で，パネルの移設も容易です．（バ
ランスの調整は不要）

4．マイクロインバータ技術による需給一体型
モデルの実現

　マイクロインバータの単独運転を可能とし，エコ
キュートや電気自動車などと需要調整が可能な，需
給一体型システムを開発します．本システムは，即
時遮断技術の採用で，災害時に専門家の点検なしに
安全に使用できるシステムです．（図 7 参照）
通信機能として，Wi-SUN FAN を使用しており，
ゲートウェイは多くのセンサーを一元管理でき，ク
ラウドシステムとの連携が可能です．（図 8 参照）

5．マイクロインバータ（MLPE技術）の今後
の課題

（1）小型化と高効率化
　　⇒　高性能パワー半導体の開発．

（2）低コスト化　⇒　市場の拡大．
（3）アプリケーションの充実．

困難です．
　東芝とのマイクロインバータ開発を一緒に行う中
で，以下の技術が重要なポイントと考えます．

（1）系統連携，JET 認証の対応には，日本独自の
技術開発が必要．

（2）太陽光発電を IoT 化するには，非常に有効な技
術．

（3）将来の小型化・高効率化には，高度なパワエレ
半導体技術が必要．

（4）高度な通信技術（弊社は，Wi-SUN を使用）と
ノイズ対策技術が必要．

（5）クラウドや AI 技術により，電力調整や保守機
能の強化がはかれます．

　マイクロインバータの技術開発により，安全性だ
けでなく発電効率の向上，電力の効率的な活用，保
守サービス面での活用が行えます．（図 4 参照）

3．マイクロインバータの機能と特徴

　 マ イ ク ロ イ ン バ ー タ は， 米 国 防 火 協 会 の
NEC2017 の規定に対応しており，即時遮断の技術
により，感電やスパーク火災などへの安全性が強化
されています．（図 5 参照）
　また，MLPE（Module Power Electolonics）製品
として，発電効率の向上，見える化などの機能を有
しております．

図 4　東芝のマイクロインバータ

図 5　米国の表示

図 6　マイクロインバータの構成図
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6．まとめ

（1）分散エネルギーの実現．（系統電源の　安定化
/ レジリエンスの強化）．

　　⇒�地域エネルギーの創生と分散エネルギーの実
現．

　　⇒�レジリエンス（災害対応）機能の強化で，停
電の無い町づくり．

（2）需給一体化モデルでの MLPE 技術の活用で，
安全性・効率性の高いシステムを提供する．

　　⇒　安全性．
　　⇒　発電効率の向上．
　　⇒　設置 / 保守の効率性．

（3）消防庁との連携による標識の実現及び広報活動．
（ラビッドシャツトダウン対応表示）
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図 7　需給一体型モデル構成図

図 8　Wi-SUN FAN Network
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